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研究成果の概要（和文）：中・近世に残された牛車関係史料の読解を進めた。具体的には、尊経閣文庫所蔵『車
輿等書』、陽明文庫所蔵『輿車雑要抄』、宮内庁書陵部所蔵『自宝暦至文久御車新調並修復書類』という、３点
の重要史料の翻刻を作成した。後者２点については、成立等を検討する解題を付し、研究成果報告書において全
文翻刻を公表した。
　あわせて、現在も葵祭に使用されている宮内庁京都事務所の牛車２台について、現物調査を実施し、正確な実
測を行った。さらに、上記の文献の検討により２台とも１８世紀の製作であると判断されるに至ったが、製作が
先行すると考えられる杏葉車について、１０分の１サイズの構造模型ならびに２０分の１サイズの模型を製作し
た。

研究成果の概要（英文）：We have been reading and analyzing historical documents related to oxcarts
（"Gissha”） remaining from the Middle and Early Modern periods. Specifically, we have made 
reprints of three important historical documents: “Shayotousho” owned by Sonkeikaku Bunko, “
Yoshazatsuyoushou” owned by Yomei Bunko, and “Okuruma Shinchou Narabini Shuhukushorui” owned by 
the Imperial Household Agency's Shoryou Department. The latter two were reprinted in their entirety 
in the research report with explanatory notes on their formation, etc.
　In addition, we conducted an on-site survey of two oxcarts of the Kyoto Office of the Imperial 
Household Agency, which are still used for the Aoi Matsuri Festival, and accurately measured them. 
Furthermore, we made a 1/10th size structural model and a 1/20th size model of the Gyouyouguruma, 
which is thought to have been made earlier than the other two, although both were determined to have
 been made in the 18th century based on the above literature review.

研究分野：日本中世史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
９世紀にはじめて日本で人が乗用するための車（＝牛車）が登場して以来、現在に至るまで車文化は続いてい
る。なかで、京都御所に所在する２台の牛車は、前近代から続く車文化の賜物であるにも関わらず、その来歴は
全く不明と言わざるを得なかった。２台とも鎌倉時代に描かれた牛車絵（車図）と類似の形態を有し、特に江戸
時代初期の中和門院の乗用した尼眉網代庇車と同様の形態を有している。そのため、中世末期の制作にかかる可
能性が高いと想定したが、史料を博捜し、江戸時代後期の牛車の修理関係史料などを読み進める中で、八葉車は
１７８０年代の制作であること、杏葉車はそれ以前に作られた可能性の高いものであることが判明した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
牛車は、前近代の貴族たちの移動手段として、平安時代中期から鎌倉・南北朝時代をピークに
多用された。室町時代以降は徐々に数を減らし、戦国時代以降は利用がきわめて稀になる。明治
以降は、祭礼の行列のなかにのみ姿をとどめている。すなわち、牛車とは、古代中世の貴族社会
を象徴する乗り物であるといえる。 
 牛車は、『源氏物語』以下の王朝文学において貴族社会を語る重要なアイテムとしての役割を
果たしていることも与り、概論的な説明は少なくないが、個別研究の対象とされることは必ずし
も多くない。そのうえ、牛車に関する説明のほとんどは、松平定信（1758～1829）が編んだ『輿
車図考』（故実叢書所収）に根幹を依拠し、補助的に文学作品や記録上の所見や絵巻物を利用し
たものになっている。 
『輿車図考』は、非常に優れた研究書だといえるが、今日の観点からすれば、松平定信が利用
できた史料の制約は決して小さなものとはいえない。また、『源氏物語』の研究に資することを
意図し、平安中期の有り様を基本としてとらえたようだが、時系列的な展開への配慮が希薄とい
う弱点が指摘できた。貴族社会における家の確立とそれに応じた家格の固定化により、むしろ院
政期以降に牛車の差別化がすすんだという側面を重視するならば、中世貴族社会における牛車
のあり方に対する検討が不十分だということになる。 
 また、現存する牛車の中には、江戸時代から修理改変を加えつつ使用されているものがあるが、
これを平安時代の牛車につなげて理解するには、中世における牛車の展開を明らかにしておく
ことが必須であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、古代・中世の貴族社会を象徴する乗り物である牛車の有り様について、中世
における展開を明らかにし、総体として牛車についての歴史や利用方法などの精確な理解を確
立することである。 
 具体的には、以下 2つの課題を設定した。 
（１）文献によるアプローチ：松平定信編『輿車図考』に依拠し、補助的に記録上の所見や絵巻
物を利用するという、従来の研究の限界を見据え、拠るべき中世史料（牛車に関わる故実を含む
有職書、「車図」と称される牛車の絵図。未翻刻のものが多く、既刊の場合も底本に問題のある
ものが多い）を書誌レベルから検討して、活用するための基盤を作りだすとともに、中世におけ
る牛車の展開の様相を解明する。 
（２）モノとしてのアプローチ：改変を受けながらも現存し、祭礼などに用いられている牛車に
ついて調査し、基礎的なデータを取得して、牛車の実相を知るための手がかりをつかむ。中心と
なる（１）の成果に（２）の知見を融合するため、工学系の研究者の協力を得て縮尺 10分の 1
程度の模型の製作をおこなうことを目的に据え、製作で直面する課題を解決しながら中世の牛
車の実像に迫ることを試みた。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究を進めるにあたり科研費申請当初は連携研究者（この制度は翌年には廃止となり以後
研究協力者）として木造建築を専門とする腰原幹雄氏（東京大学生産技術研究所教授）をお願い
し、その後日本史の渡邉正男氏（東京大学史料編纂所准教授）にも研究協力者として参画をお願
いし、研究代表者との３名による研究体制で、研究会（牛車科研研究会）を開催し、研究・作業
を進めた。 
（１）文献によるアプローチとしては、前田育徳会尊経閣文庫に調査に赴き、中世における牛車
研究の重要史料である『車輿等書』の写真の焼き付けを購入したことを皮切りに、宮内庁書陵部、
江戸東京博物館、京都国立博物館、陽明文庫、京都文化博物館、石山寺、和泉市久保惣記念美術
館、春日大社宝物殿等の各地の史料所蔵機関に赴き、必要史料の収集に努めた。そのうち特に重
要であると判断された尊経閣文庫所蔵『車輿等書』、陽明文庫所蔵『輿車雑要抄』、宮内庁書陵部
所蔵『自宝暦至文久御車新調並修覆書類』については、検討を重ね、翻刻を作成することとした。 
（２）モノとしてのアプローチとしては、京都御所に収蔵される「八葉車」「杏葉車」という、
最も由緒があり、なおかつ葵祭において現役として利用されている２台の牛車についての詳細
な調査をおこなうことにした。ただし、当該の牛車がいつ作成されたものか、という疑問がはじ
めに生じた。この疑問を解決するためには、中世の牛車のみならず、近世の牛車の使用状況につ
いても調査する必要が生じ、近世史料の調査という課題をあわせて追究することになった。京都
御所の２台の牛車の調査について複数回にわたって諸元の調査をおこない（本研究実施以前に
おこなった調査では十分ではなかった点を重点的に調査した）、それにもとづき模型を製作する
ことにした。 



 
４．研究成果 
 
本研究の主要な成果は以下の通りである。 
 
（１）研究成果報告書 
『牛車の中世的展開に関する研究―文献とモノによるアプローチ―』（学習院大学史料館、2024
年 3 月） 
本報告書には、３本の論考を掲載した。 
①木村真美子、陽明文庫所蔵『輿車雑要抄』について―解題と翻刻― 
②渡邉正男、宮内庁書陵部所蔵『自宝暦至文久御車新調並修覆書類』（付、牛車修理年表） 
③腰原幹雄、牛車主要諸元（牛車の構造、牛車実測データ集） 
 本研究の独自な点は、牛車について、文献によって検討するだけではなく、モノに即した検討
を行なうことにあり、そのため研究代表者および研究協力者渡邉正男氏という文献に関する研
究者とともに、木造建築を専門とする腰原幹雄氏が共同して研究をおこなった。京都御所に所在
する牛車の調査を皮切りに、祇園祭の山鉾を製作する工房、絵画史料を所蔵する寺院などに赴き、
あわせて牛車に関わる文献史料を持ち寄って議論を重ね、分野を超えて充実した研究を積み重
ねることができた。 
 文献については、江戸時代の牛車研究の成果として、松平定信の『輿車図考』が著名であるが、
それに先行するものとして、実際に牛車を利用した上級貴族近衛家煕の編著にかかるとみられ
る有職書、陽明文庫所蔵『輿車雑要抄』に注目した。同書はこれまで研究に利用されておらず、
本報告書に翻刻および解題からなる史料紹介を収めた。なお、主要部分が南北朝時代以前に成立
したもので、西園寺家分家の洞院家（清華家。室町時代後期に絶家）旧蔵であり絵画を含む重要
史料である前田育徳会尊経閣文庫所蔵『車輿等書』について、翻刻を進めるとともに、成立や伝
来を含めた解題的な研究を行ってきたが、いまだ成果を公開するまでには至っていない。 
 モノについて具体的な検討の対象としたのは、現存している牛車のうち、最も由緒があり、な
おかつ葵祭において現役で利用されている京都御所所蔵の牛車である。 
 京都御所内の２台の牛車は、現在も利用されているため、実見する機会があり、写真や動画に
よって容易に確認することもできる。しかしながら、学術的な検討の対象として十分な調査はな
されておらず、研究素材としての共有基盤が形成されていなかった。そこで、二台について宮内
庁京都事務所のご協力を得て調査を実施し、精確な計測を行い、数値の提示とともに図面を作成
した。さらに構造の詳細を検討するとともに、わかりやすく示すことも目的に、より古態を示し
ている可能性のある「杏葉車」について 10 分の 1 サイズの構造模型および 20 分の 1 サイズの
模型を作成し、本報告書には諸元・図面等を収めた。なお、基本的な牛車の測量データは、研究
協力者の大石岳史氏（東京大学生産技術研究所准教授）に提供いただいた。 
 京都御所の牛車については、実は 2台とも制作年代が明らかになっていなかったため、モノと
しての検討とあわせて文献による検討もおこなった。江戸時代後期の朝廷における牛車制作お
よび修理の実態を示す宮内庁書陵部所蔵『自宝暦至文久御車新調並修覆書類』に注目したことで、
「八葉車」が 1780 年代の製作であり、「杏葉車」はそれを遡る時期の製作である可能性が高いこ
とを明らかにすることができたことは大きな成果であったと考える。 
 
（２）杏葉車構造模型（10 分の１スケール） 
腰原幹雄製作 
 
（３）杏葉車模型（20 分の 1スケール） 
腰原幹雄製作 
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